
問題①

問題②

問題③

・過労状態で運転はしない

・飲酒運転は絶対に行わない

・管理者とのコミュニケーションを密にとり、常に初心を忘れず運転を行う

の対象となる場合がある。

すること。

④報告

でも の機能を麻痺させる。眠気が生じる薬を服用し、正常な判断が

⑥睡眠⑤ゆとり

ビール中瓶１本飲むと、

出来ない状態で運転し人身事故を起こしたら

また、服用している薬がある場合、点呼時に運行管理者へ

過労運転を防ぐには、 を避け、早めに休憩を取って体操などで気分を

し、運転時には心に をもつこと。また、日常生活でも十分な
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③リフレッシュ

はアルコールが抜けない。アルコールは少量

①長時間運転

①危険運転致死傷罪 ⑥報告④謝罪③約４時間

「慣れ」による事故を防ぐには、焦らず心に をもち、常に危険を

②胃 ⑤脳

⑤ゆとり

し、しっかりと

出来る環境を作り、

を行い運転する。運転席周辺を整理整頓し、

運転に

⑦疑念

を忘れないこと。

⑥安全確認①予測 ②集中 ③慢心 ④初心

を取って疲労をためないこと。 が高いと感じたら点呼時に運

行管理者へ必ず相談すること。

②疲労度


